




















いる。本学の来談学生数は平成 27 年度 181 人、平成 28 年度 157 人とやや減少傾向にある
が、相談回数としては 1,578 回から 1,593 回へと微増している。一方、学生以外の利用者
数は、平成 27 年度 87 人、平成 28 年度 123 人であり、36 人増加している。内訳をみると、
親（29 → 38 人）、教員（28 → 47 人）、職員（30 → 38 人）のすべてが増加している。学
生以外への対応回数についても、平成 27 年度 317 回（全体の 16.7％）、平成 28 年度 513
回（全体の 24.4％）であり、前年に比べて 1.6 倍も増加していること、全相談回数の約 4
分の 1 を学生以外への対応が占めていることがわかる。内訳をみると、親（90 → 202 回）、
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